
2020 VOL. 345３

↑画像ノドにくいこむ恐れの為2ＭＭ
にがいしてます　※3月号は頁数多いため

視　点

1 「個性・交流・安心」の実現に向けた県土づくり
■■石川県土木部参事（プロジェクト・港湾機能強化担当）　城ヶ﨑正人

平成30年度完成　優良工事

4 新潟県優良工事

12 富山県優良工事

15 石川県優良工事

20 新潟市優良工事

28 NEXCO東日本 優良工事

29 NEXCO中日本 優良工事

優良建設技術者座談会 

32「安全で安心な地域づくりと良質な社会資本整備」に向けて
～ 平成30年度完成 優良工事の受賞者に聞く ～

技術レポート 

53
より、「楽しく、遊べ、学べる動物園」に
いしかわ動物園「新トラ舎」の整備

■■石川県　南加賀土木総合事務所

55
～下水道構造物の耐震補強工事～
新潟市中部下水処理場雨水吐出槽耐震補強工事について

■■新潟市　下水道部　下水道管理センター　施設管理課

57
スコップのいらない“全天候型”ポットホール用補修材
投げ込み型の緊急補修材TOKE・パック

■■東亜道路工業（株）　北陸支店

優良建設技術者座談会▶P.32

「新トラ舎」空中回廊（全景）▶P.53

技術レポート  【最後に問い合わせ先を入力してください。】 
また、放飼場にせり出した観覧室や獲物を探すトラ

に覗かれる感覚を味わえる洞窟風の観覧も整備してい

ます。 

 
 
 
今回、特に新しい展示の工夫としては、地上約３．５

ｍの上空をトラが歩く空中回廊です。 
大型のネコ科動物が園路上空にせり出した通路を歩

く姿を見ることのできる動物園は国内では希少です。 
海外で実績のあるスレンレス製ネットを使用し、安

全性を確保しつつ、来園者からも見やすいように計画

しました。 

 
 

 
 
 
今まで見たことのない視点で動物の大きさや動きを

観察することができて、強靭な肉体や牙の鋭さ等を、

より体感してもらえると思います。 

 
トラにとっての環境を良くする工夫として、放飼場

内に植栽や池等の環境を整備することに加え、床暖房

設備や送風設備、二重金網を設け、夏でも冬でも快適

に過ごすことができるように計画しています。 

 
 
 
その他、ナイトズーを意識した照明設備や食事の様

子を観察するための給餌口や健康管理のためのトレー

ニングコーナーなども整備しています。 
これらの計画をすすめるにあたり、動物園関係者と

の打ち合わせを行いますが、いろいろな動物園の展示

の工夫やトラの行動特性等を調べ、提案を行い、関係

者との協議を重ねて計画をすすめました。 
また、施工時もモックアップ製作による検討や各種

試験、模型による検討などを動物園関係者を交えなが

ら実施し、完成にたどりつくことができました。 
 

4.おわりに 

平成３０年７月のリニューアルオープン以来、大勢

のお客様に来ていただき、とても喜んでいただいてい

ます。 
今後も、より「楽しく、遊べ、学べる動物園」として

魅力が向上するよう、動物園関係者と協力し、施設の整

備を図ってまいります。 
 
 ●問い合わせ先 

石川県南加賀土木総合事務所 建築課 
TEL（ ）  

洞窟風観覧

空中回廊（全景）

空中回廊（内部：トラの目線）

放飼場内（池、床暖（手前））

配置・平面計画図

正面観覧

洞窟観覧

池

観覧室

空中回廊（上空）

放飼場

トレーニングコーナー
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床暖房

強化ガラス

既存トラ放飼場

寝室

あと施工せん断補強鉄筋完了
（底版・側壁)▶P.55

技術レポート  【最後に問い合わせ先を入力してください。】 
これら専用粉体とエマルジョン希釈液、専用ノズル

を用いることにより従来工法の課題であった粉塵を大

幅に低減し、均質なモルタルの安定供給を実現した。

（写真－１・２） 
また、乾式材料の圧送により圧送途中のホース内の

つまりが少なくなり３００ｍ以上の長距離の圧送が可

能となるうえ、１０ｍｍ薄層から２００ｍｍ厚付けま

でさまざまな仕様に適用が可能などの利点がある。 
吹付け深部から仕上がりの５ｃｍ程度手前までは標

準仕様のプレミックス粉体（Ｇｍａｘ＝５ｍｍ）を使

用し、仕上がり面となる表面部は細粒分を多く含む仕

上げ用のプレミックス粉体を使用した。（Ｇｍａｘ＝

２ｍｍ）吹付け表面を金ごてで仕上げることで表面部

が緻密化し、耐久性が増す。１．８ｍ四方程度の区画

となる型枠を設け、区画ごとに吹付け・仕上げを行う

ことで出来栄え向上・作業率を上げることができた。

（写真－３） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真－３乾式吹付け完了（頂版下面） 
 
２－２あと施工プレート定着型せん断補強鉄筋（ポス

トヘッドバー（ＰＨｂ工法））

底版および側壁のせん断耐力を補強するためにあと

施工せん断補強鉄筋工法を施工した。 
ＰＨｂ工法は鉄筋両端部に摩擦圧接によりプレート

を取り付けたもので、これを既設コンクリート構造物

に削孔した孔内に定着させることによりせん断耐力が

向上し耐震性能が確保できる。（写真－４・５） 
 

 
 
 
 
 
 
写真－４削孔状況 写真－５鉄筋挿入状況 

 
設計・仕様を満足する位置に孔を削孔し、必要な深

さ（下側（奥側）鉄筋の芯）を確保することが重要な

ポイントである。削孔前の既設鉄筋の探査では、上側

（手前側）鉄筋は探査できるが、下側（奥側）鉄筋は

把握することはできないため、削孔途中に奥側の既設

鉄筋や段取り鉄筋にあたってしまい、所定の深さが確

保できず（不到達孔（失敗孔））再削孔を行ったことが

施工で苦労した点である。 
また、削孔は主に削岩機を使用する。削岩機は重く

（約３０ｋｇ程度）通常は下向きであれば人が持って

施工するが、横向き・上向きであれば仮のアンカーを

設置し削岩機を吊るして施工することが一般的である。

ＰＨｂ工法の特徴としては削岩機を保持する架台があ

り（ＰＨｂドリル）、人が重い削岩機を保持する必要は

ない。微調整もレバーやハンドルによる操作で作業者

への負担が少なく、施工性・精度がよい。 
不到達孔があり工程ロスがあったもののなんとか計

画工程で通り施工でき、出来形・品質も満足できるも

のとなった。（写真－６） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真－６あと施工せん断補強鉄筋完了（底版・側壁) 

 
２－３コンクリート増し厚工法

底版の曲げ耐力確保のためコンクリート増し厚を行

った。 
増し厚にかかるあと施工せん断補強鉄筋は増し厚仕

上がり面まで突出させておき、増し厚コンクリートと

一緒に埋設するものである。打設はコンクリートポン

プ車によるブーム打設で行った。 
３．今後の展望

高度経済成長期に建設された構造物は４０～５０年

が経過しており、老朽化・劣化により不具合やトラブ

ルを引き起こすことが懸念される。また、首都直下地

震や南海トラフ地震などのように大規模地震の発生も

予見されている。地震以外のさまざまな事象を想定し、

今ある構造物を適切に管理し健全な状態を維持するこ

とが大切である。 
あたり前の市民生活に支障をきたさないように耐震

対策を含めたインフラのメンテンナンスを行うことが

我々に課せられた使命である。 
 
 
 
 
 

●問い合わせ先 
新潟市役所 下水道部 下水道管理センター 
施設管理課 施設係 
TEL（025）281－9202（直通） 
E－mail : shisetsu.ps@city.niigata.lg.jp 

TOKE･パック1袋▶P.57

技術レポート  【最後に問い合わせ先を入力してください。】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 一般的な常温混合物の例

 
 
また、近年、ポットホールの補修材には次のような

性能も必要となってきている。 
 
○降雨時でも使用可能であること 
○水たまり中でも舗設可能であること 
○スコップで簡易に施工可能なこと 
○耐久性は、次期本復旧まで程度で良いが、補修材

が塊状で脱落することは不可 
 

２． ・パックの特徴

このような背景から、当社ではポットホールに投げ

込み、足で踏み固めるだけで補修ができる全天候型ポ

ットホール用緊急補修材「TOKE（溶け）・パック」を

中日本ハイウェイ・メンテナンス北陸株式会社と共同

開発した。 
TOKE・パックは、常温混合物を片手でも扱えるサ

イズに袋詰めした投げ込み型の補修材である。 
本製品の施工は、従来の常温混合物と異なり、小袋

のままポットホールに敷き並べるだけで、スコップや

転圧機械は不要である。 
小袋内の混合物はカットバック系アスファルト混合

物で、耐久性が高く、車両走行により徐々に均される 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 ･パック 袋

ことでポットホールの端部まで充填される。 
また、小袋は水溶性のため、散水や雨水により消失

し、既設舗装との接着性を向上させる。 
TOKE・パックは、500g の小袋が 20 袋で 1 箱とな

っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 ・パック（ 袋 箱）

 
 

TOKE・パックは、常温混合物を小袋とすることで、

通常の「①常温混合物の開封→②混合物のポットホー

ルへの充填→③敷きならし→④混合物の過不足の調整

→⑤転圧」といった手順を「①小袋の敷き並べ→②踏

み固め」と大幅に簡素化することで、現場での施工性

を向上させることができる。 
この簡略施工を可能とするのが TOKE・パックの最

大の特徴である水溶性の小袋である。小袋の素材はジ

ェルボール洗剤、文房具の液状のりなどにも使用され

ている合成樹脂ポリビニルアルコールを基に作られて

おり、水に触れることで速やかに溶解する。 
また、小袋が溶解する時には、べたついた性状をみ

せることから、施工時にはタックコートやプライマー

などを必要とすることなく、常温混合物と既設舗装を

密着させる効果がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 水溶性小袋の溶解状況

21cm×13cm 
重量 500g 

平成30年度　第10回とやま建設フォトコンテスト
 「雪化粧の並木道を前進」（撮影地　富山市）
　撮影者　　沙魚川　秀一　氏

　信頼の仕事で
　　　　より良い地域
　　　　より良い未来

富山市安住町３－14　〒930-0094
TEL（076）432-5576　メール  info@tomiken.or.jp
ホームページ　http://www.tomiken.or.jp

一般社団法人

「北陸の建設技術」への意見、ご感想が 
ありましたらお聞かせください。　 
E-mail:hokugi＠hrr.mlit.go.jp 

「i-Construction（アイ・コンストラクション）」とは？

国土交通省では、建設現場で働く労働者一人一人の生産性を向上させ、魅力ある建設
現場を実現する「i-Construction」の取り組みを進めています。
「i-Construction」は、＂ICT 技術の全面的な活用＂、＂規格の標準化＂、＂施工時期の平準
化＂等の施策を建設現場に導入することによって、建設現場のプロセスの最適化を図り、
もって魅力ある建設現場を目指す取り組みです。
本誌では「i-Construction（アイ・コンストラクション）」に関連する取り組みや建設

現場などの記事を読者の皆様にわかりやすく知って頂くために、当該記事に上記ロゴを表
示しています。
※�このロゴは平成30年６月１日に国土交通省が決定したロゴです。建設業界はもちろん、
業界を超えて社会全体から応援される取り組みへと「深化」するシンボルとなっています。

先輩なう！

67 災害対応の最前線で学んだこと・感じたこと
■■富山河川国道事務所　工務第一課　古川　蒼空さん

シリーズ 
現場技術者の「知得」 

しっとく 

61
北陸地方整備局における働き方改革（週休２日）への 
取り組みについて

■■北陸地方整備局　企画部　技術管理課

63
入札不調対策に向けた工事発注等に関する 
事業者向け説明会の開催

■■中日本高速道路（株）　金沢支社　環境・技術管理部

職場紹介

65
地域密着の建設コンサルタント
地域コンサルタントとしてのミッションを全力で果たす

■■相互技術（株）

説明会開催の状況▶P.63

知得  【最後に問い合わせ先を入力してください。】 

 
 

タイトル 

入札不調対策に向けた工事発注等に関する事業者

向け説明会の開催

 

中日本高速道路㈱ 金沢支社 環境・技術管理部

  

1.はじめに 
現在、建設業界では 2020 年開催の東京オリンピッ

ク・パラリンピックに関係する建設事業及び自然災

害への復旧対応などで工事量が増大しています。さ

らに、資材や人件費の高騰も続き、設計及び工事の

入札に参加者がいない、もしくは価格面で折り合わ

ない「入札不調」が多く発生しています。 
そこで、中日本高速道路株式会社（以下、NEXCO

中日本」という。）では、建設関連事業者に向けて当

社事業に対する一層のご理解と様々な取り組みを知

って頂くことを目的として、事業概要、工事発注計

画、新たな入札制度の取り組み及び魅力ある工事発

注・適切な工事管理に向けた説明会を令和元年 9 月

から 10 月の間に各 4 支社(東京、八王子、名古屋、

金沢)別に NEXCO 中日本が管轄する各地域の会場

(東京、静岡、松本、名古屋、金沢)で行いました。 
本稿は、令和元年 10 月 4 日に金沢市で開催した

「工事発注等に関する事業者向け説明会」での説明

内容について報告します。 
 
2. 工事発注等に関する事業者向け説明会の主な内容 

NEXCO 中日本金沢支社では、富山県、石川県及

び福井県の建設関連事業者を対象に、以下の日時及

び会場で「工事発注等に関する事業者向け説明会」

を開催し、85 名の方々に参加頂きました。 
１．日時：令和元年 10 月 4 日(金) 

14 時 00 分から 15 時 30 分 
２．場所：石川県地場産業振興センター 

(金沢市鞍月 2 丁目 1 番地) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

説明を行った 4 項目について、以下に記載します。 
 
2.1. 金沢支社 保全・サービス事業の取り組み 

NEXCO 中日本金沢支社で約 340.3km の供用中の

道路を管理しており、2019 年度の重要施策として、

以下の 3 点を掲げています。 
１．構造物及び設備損傷の計画的改善(損傷 A 判定の

計画的な削減) 
２．特定更新等工事の着実な推進 
３．冬季交通の確保 
① 除雪体制の強化 
② お客様の安全確保 
③ 通行止めの早期実施と長期化の防止 
なお、上記「２．特定更新等工事の着実な推進」の

中の床版取替工事については、2018 年度までに 3 つ

の橋梁で完了しており、2019 年度では 4 区間におい

て現在進行中です。 
 
2.2 設計変更判断事例の追加 
（ ）入札公告資料においての確認ポイント

入札に、より多くの者に参加頂けるよう企業や技術

者に求める要件の緩和を行っています。また、働き方 
 

↓ここから入力してください。 

写真 １ 説明会開催の状況

表 評価項目及び評価指標 企業の評価

⑤ 災害時の協力体制
災害応援協定の有無

中日本金沢支社との協定「災害時に
おける応急復旧業務の協力に関する確認
書」又は該当保全・サービスセンターとの
協定を有効とする。)
≪該当 ≫●●保全・サービスセンター

災害応援協定の有無
有：協定有り
無：協定無し

⑥ 災害時等の協力体制
緊急災害時や防災型発注方式における
中日本との災害応援協定に基づく活動実績

災害応援協定に基づく活動実績の有無
有：活動実績有り
無：活動実績無し

⑦ NEXCO 中日本への貢献度
令和元年7月5日以降に 中日本が発注
した指名型見積協議方式により、しゅん功
した工事実績

指名型見積協議方式による受注実績の有無
有：受注実績有り
無：受注実績無し

⑧週休 日を達成した工事の施工実績

公共工事発注機関が発注した工事におい

て、週休 日を達成した工事の施工実績（工

種は問わない。）

週休 日を達成した工事の施工実績の有無を評

価

有：施工実績有り

無：施工実績無し

ほ場整備（大戸地区）▶P.65

職場紹介  【最後に問い合わせ先を入力してください。】 

 
サブタイトル

タイトル

地域コンサルタントとしての

ミッションを全力で果たす
会社名

相互技術株式会社 

１．会社概要 
 
所在地 : 新潟県新潟市中央区上所 2 丁目 11 番 14 号 
設  立 : 昭和 46(1971)年 1 月 7 日 
代表者 : 高堂 景寿 
資本金 : 2000 万円 
社員数 : 45 名 (うち技術系 34 名) 
登  録 : 建設コンサルタント業(登録部門:河川、砂防 

及び海岸・海洋部門、道路部門、下水道部門、 
鋼構造及びコンクリート部門、農業土木部

門)・測量業・一級建築士事務所 
 

 
 

弊社は、昭和 46 年に設立されてから今日まで、

土木設計によって地域社会に貢献したい、という創

業時の初心を胸に、地域密着を掲げ、地道に実績と

信頼を積み上げて参りました。創業時は、農業土木

の分野からスタートし、その後、河川・砂防や下水

道、道路・橋梁の分野へと事業展開しました。 
現在では一般土木の割合のほうが大きくなってお

り、各分野に専門性の高い有資格者を配して、体制

も充実しております。 

 
２．経営理念 
 

土木事業の目的は、社会基盤を整備することで

人々の生活を質的に向上させることにあります。

地域の人々のライフスタイルや生活感を変え

る可能性もあり、地域への影響が大きい事業です。

こうした重要な責任ある仕事を担っていることを

自覚し、“現状に満足することなく、よりよいもの

を求めて努力する姿勢”の理念の下、期待どおり

ではなく、期待以上の仕事ができる人材の集まり

でありたいと思っています。

 
３．事業内容

弊社では、建設コンサルタント業登録の 部門

を中心に事業展開しており、各々の分野に実績を

積み上げて参りました。

農業土木の部門では、圃場整備や灌漑排水施設

の計画や設計等において、創業当初からの豊富な

実績があります。

▼ ほ場整備（大戸地区）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
河川・砂防の部門においては、河川改修計画、

内水排除計画、また、堰・水門・用排水機場等河

川構造物や砂防堰堤等砂防施設の計画及び設計に

おいて、豊富な実績があり、定評をいただいてお

ります。 
 

▼ 鹿熊川（取水堰） 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域密着の建設コンサルタント

 

↓ここから入力してください。 

先輩なう！  
～建設界で頑張る先輩達の今をお届けします～   

 タイトル 

災害対応の最前線で学んだこと・感じたこと
所属・氏名 

富山河川国道事務所 工務第一課 古川 蒼空さん

 

＜古川 蒼空＞さん 
新潟県立上越総合技術高等学校 平成 28 年度卒業 
国土交通省 北陸地方整備局 
富山河川国道事務所 工務第一課 

 
 
【勤務先での近況を教えて下さい】 
富山河川国道事務所では、富山県内の一級河川、一

般国道に関する事業を担っています。 
私が所属する工務第一課では、主に河川工事の発注

を担当しています。富山県内には日本でも有数の急流

河川が存在しており、各河川で様々な治水対策を行っ

ています。 
 
 
【この職業を選んだ理由は？】 
高校で国交省の仕事についての説明を受け、この仕

事に興味を持ちました。話を聞くだけでなく、実際に

道路の新設工事の現場を見学し、規模の大きな工事に

魅力を感じ、自分もこの仕事に携わってみたいと思う

ようになりました。 
 
 
【この仕事の「やりがい」「楽しさ」「誇り」は何です

か？】  
この仕事は私たちの日々の生活を守る手助けができ

る仕事の 1 つだと思いますし、それがやりがいや誇り

にも繋がると思います。 
昨年 10 月に台風 19 号で被害を受けた長野県へ

TEC-FORCE として派遣され、被災状況調査を行いま

した。広範囲で甚大な被害が出ており、多くの方が不

安な日々を過ごしていました。いつも通りの生活に戻

れるよう、1 日でも早く復旧するため、本当に多くの

人が協力して取り組んでおり、僅かですが私も力にな

れたかなと思うのと同時にやりがいも感じました。 
 
 
【オフタイムはどう過ごしていますか？】 
家でゆっくり過ごしたり、買い物に出かけたりする

ことが多いです。時々ライブや旅行へ行きリフレッシ

ュしています。 
 

【将来の目標や夢はありますか？】 
様々な業務がありますが、一つ一つの仕事をしっか

りとこなし、少しでも多くの知識を身につけていきた

いです。 
 
 
【後輩達へ一言】 
多くの職業がある中で、自分の道を決めるのは難し

いと思いますが、興味のあることや得意な分野から探

してみるのもいいと思います。 
国交省の仕事は多岐に渡っており、私が経験した事

はごく一部ですが、これをキッカケに少しでも興味を

持っていただけたら嬉しいです。 
 
 

 

 
（TEC-FORCE としての活動の様子） 

↓ここから入力してください。 

TEC-FORCEとしての活動の様子
古川　蒼空さん▶P.67

■上信越自動車道（信濃町ＩＣ～上越ＪＣＴ間）の４車線化事業
　当区間は日本有数の豪雪地帯のため、例年冬期にはスリップ事故や登坂不能車両などに
よる通行止めが発生していましたが、４車線化完成により、冬期の円滑な交通確保が図れ
るなど、これまで以上にお客さまが安心して利用できる高速道路サービスの提供ができる
ことになりました。また、反対車線に飛び出す重大事故の減少や交通集中による渋滞の緩
和が期待されます。


